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「
か
く
も
静
か
に
去
り
ゆ
く
か

二
つ
な
き
日

の
こ
の
い
の
ち
…
…
（
峰
人
）」
平
成
３
０
年
も

足
早
に
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一

年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

[

世
間]

▼
１
月
４
日
貴
乃
花
親
方
が
、
日
本
相
撲

協
会
の
理
事
を
解
任
、
以
降
１
２
月
ま
で
相
撲

界
の
暴
力
問
題
が
噴
出
す
る
▼
２
月
６
日
福
井

県
を
中
心
に
大
雪
▼
２
月
９
日
平
昌
で
第
２
３

回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
▼
４
月
１
０
日
南

鳥
島
周
辺
の
海
底
に
世
界
消
費
量
の
数
百
年
分

に
あ
た
る
レ
ア
ア
ー
ス
を
発
見
▼
５
月
６
日
日

本
大
学
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が

悪
質
な
タ
ッ
ク
ル
行
為
で
問
題
に
▼
５
月
１
８

日
藤
井
聡
太
棋
士
が
最
年
少
で
７
段
に
昇
段
し

将
棋
ブ
ー
ム
続
く
▼
６
月
１
２
日
初
の
米
朝
首

脳
会
談
▼
６
月
１
８
日
Ｍ
６
．
１
の
大
阪
府
北

部
地
震
が
発
生
、
長
岡
京
で
も
震
度
５
強
の
揺

れ
▼
７
月
上
旬
平
成
３
０
年
７
月
豪
雨
で
西
日

本
な
ど
広
範
囲
で
被
害
▼
７
月
４
日
東
京
医
科

大
学
入
試
で
文
科
省
官
僚
の
汚
職
問
題
が
発
覚
、

そ
の
後
医
大
入
試
で
女
性
が
不
利
に
な
る
こ
と

が
問
題
化
▼
７
月
６
日
オ
ウ
ム
事
件
の
死
刑
囚

７
人
の
死
刑
執
行
、
そ
の
後
１
３
人
全
員
の
死

刑
執
行
▼
７
月
２
３
日
熊
谷
市
で
史
上
最
高
気

温
４
１
，
１
度
観
測
▼
８
月
３
日
助
成
金
不
正

流
用
や
不
当
判
定
で
日
本
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
会

長
に
注
目
集
ま
る
▼
８
月
１
５
日
山
口
で
行
方

不
明
の
２
歳
男
児
が
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
話
題
に
▼
９
月
４
日
台

風
２
１
号
が
近
畿
直
撃
、
関
西
国
際
空
港
が
高

潮
で
浸
水
、
長
岡
京
で
も
倒
木
な
ど
の
被
害
、
３

０
日
に
は
同
じ
強
さ
の
２
４
号
が
長
岡
京
を
直

撃
▼
９
月
６
日
北
海
道
で
震
度
７
の
地
震↗

❖

金
ヶ
原
バ
ス
停
付
近
で
、
庭
木
が
歩
道

に
は
み
出
し
て
い
る
家
が
あ
り
ま
し
た
が  

こ
の
家
の
持
ち
主
が
売
却
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
、
今
後
刈
込
み
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

他
に
も
植
木
が
歩
道
に
出
て
い
る
お
宅
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。↗

▼
９
月
２
０
日
安
倍
首
相
３
選
▼
１
０
月
３
日

探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ

ウ
」
に
着
陸
▼
１
０
月
６
日
築
地
市
場
が
豊
洲

に
移
転
▼
１
１
月
１
９
日

日
産
の
ゴ
ー
ン
会
長
の
多

額
報
酬
と
そ
の
隠
ぺ
い
が

問
題
化
▼
１
１
月
２
４
日

２
０
２
５
年
に
万
国
博
覧

会
の
大
阪
開
催
が
決
定
▼

１
２
月
１
日
４
Ｋ
・
８
Ｋ

（
高
精
細
度
テ
レ
ビ
）
の

実
用
放
送
が
開
始
▼
１
２
月
９
日
免
疫
阻
害
因

子
を
発
見
し
が
ん
治
療
に
使
わ
れ
た
こ
と
で
本

庶
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
医
学
賞
を
受
賞

今
年
の
新
語
流
行
語
年
間
大
賞
は
「
そ
だ
ね
ー
」、

ト
ッ
プ
テ
ン
に
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」「
半
端
な
い
っ

て
」「
災
害
級
の
暑
さ
」
な
ど

[

高
台
行
事
・
関
連]

（
定
例
的
な
も
の
は
除
く
）

◆
１
月
２
７
日
生
涯
学
習
委
員
主
催
の
講
演
会

「
骨
董
を
楽
し
む
」
を
開
催
◆
３
月
９
日
継
体

天
皇
弟
国
宮
遷
都
１
５
０
０
年
で
各
団
体
が
記

念
行
事
◆
４
月
１
４
日
自
治
会
総
会
で
青
年
部

を
新
設
し
２
人
の
常
任
委
員
が
就
任
◆
５
月
６

日
鉄
道
模
型
展
を
開
催
、
阪
急
電
車
車
両
の
運

転
を
楽
し
む
◆
７
月
５
日
豪
雨
に
よ
り
高
台
地

区
に
「
避
難
指
示
」
◆
７
月
６
日
「
大
雨
特
別
警

報
」
◆
８
月
１
８
日
高
台
夏
ま
つ
り
で
、
子
ど
も

に
よ
る
盆
踊
り
始
ま
る
◆
９
月
４
日
今
世
紀
最

強
と
も
さ
れ
る
台
風
２
１
号
が
京
都
を
直
撃
、

４
０
ｍ
の
強
風
◆
１
１
月
１
０
日
隔
年
開
催
の

「
高
台
文
化
祭
」
を
開
催
、
他
地
区
の
人
も
見
学

に
来
て
高
台
の
文
化
度
の
高
さ
に
感
心↗

❖

高
台
集
会
所
（
さ
く
ら
会
館
）

で
使
っ
て
い
る
ス
リ
ッ
パ
が
傷

ん
で
き
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で

不
要
と
な
っ
た
ス
リ
ッ
パ
（
中

古
品
可
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
総
合
窓
口
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
く
か
、
集
会
所
前
に
段
ボ
ー
ル
箱

を
置
い
て
お
き
ま
す
の
で
、
お
入
れ
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。↗

◆
１
１
月
３
０
日
高
台
バ

ス
通
り
の
舗
装
工
事
と
街

路
樹
植
樹
が
完
成

◆
１

２
月
４
日
地
震
・
台
風
・

大
雨
な
ど
に
対
応
す
る
学

習
・
交
流
会
開
催

[

年
末
年
始
の
ご
み
収
集]

燃

え
る
ご
み
（
毎
週
火
・
金
）

と
分
別
ご
み
（
資
源
ご
み
、

毎
週
水
）
に
つ
い
て
下
表

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

[

年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル]

１
２
月
２
８
日

（
金
）
午
後
８
時
か
ら
実
施
し
ま
す
（
小
雨
決
行
、

今
年
も
１
日
の
み
の
実
施
）。
火
の
用
心
の
掛
け

声
と
共
に
、
２
組
に
分
か

れ
て
高
台
内
を
巡
り
ま
す
。

一
緒
に
回
っ
て
い
た
だ
け

る
方
は
、
さ
く
ら
会
館
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
子

ど
も
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

市
長
の
激
励
訪
問
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

❖

高
台
２
号
公
園
の
南
側
に
あ
る
子
ど
も
が
乗

っ
て
遊
ぶ
遊
具
は
、
バ
ネ
に
不
具
合
が
あ
る
の

で
使
用
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
が
順
次
修

理
し
て
い
ま
す
。

平
成
２
７
年
か
ら
街
路
樹
検
討
委
員
会

（
石
橋
忠
委
員
長
）
を
中
心
に
検
討
が
始

ま
り
、
今
年
２
月
か
ら
着
工
し
て
い
た
高

台
バ
ス
通
り
の
道
路
舗
装
・
歩
道
改
善
・
街

路
樹
植
替
え
工
事
は
、
１
１
月
末
に
竣
工

し
ま
し
た
。

新
し
く
植
え
替
え
た
４
７
本
の
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ

と
１
４
本
の
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
は
、
こ
れ
か
ら
住

民
と
共
に
育
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
な
っ
た
歩
道
は
子
ど
も

や
年
配
者
に
も
や
さ
し
い
道
と
な
り
、
新
し
く

舗
装
さ
れ
た
車
道
は

よ
り
走
り
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
街
路
樹
検
討
委
員
会
は
こ
れ
で
役
目

を
終
え
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
２
月
４
日
高
台
自
治
会
の
「
防
災
学
習
・
交
流

会
」
が
さ
く
ら
会
館
で
行
わ
れ
３
９
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
地
震
・
大
雨
・
台
風
な
ど
の
災
害
が
相
次

い
だ
こ
と
か
ら
、
高
台
で
も
本
腰
を
い
れ
て
防

災
・
減
災
に
取
り
組
む
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
弾
と
し
て
ま
ず
災
害
に
つ
い
て
学

習
し
、
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
る
た
め
の
会
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
の
防
災
推
進
室

の
上
田
憲
治
さ
ん
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見

方
、
府
の
河
川
砂
防
室
の
福
本
彦
吉
さ
ん
か
ら

毎
年
の
雨
量
の
変
化
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。
ま
た
高
台
４
丁
目
平
田
武
弘
さ
ん
か
ら

長
岡
京
の
地
層
や
地
震
に
つ

い
て
、
３
丁
目
丸
橋
道
之
さ

ん
か
ら
金
ヶ
原
に
あ
る
貯
水

池
に
つ
い
て
な
ど
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

１
２
月
２
２
日
（
土
）
１
０

時
か
ら
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、

平
日
に
出
席
で
き
な
い
皆
さ

ん
の
た
め
の
学
習
会
を
開
き

ま
す
。
同
時
に
今
回
質
問
の
あ
っ
た
問
題
に
つ

い
て
の
回
答
も
い
た
し
ま
す
。
配
布
さ
れ
て
い

る
長
岡
京
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
お
持
ち
に
な

り
多
数
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

♠

高
台
サ
ー
ク
ル
「
花
ご
と
」

が
、
お
正
月
に
玄
関
先
に
飾

る
た
め
の
「
寄
せ
植
え
教
室
」

が
、
１
２
月
８
日
（
土
）
３

号
公
園
で
３
０
名
が
参
加
し

て
あ
り
ま
し
た
。

「
は
な
こ
さ
ん
」
の
ア
ド
バ

イ
ス
の
下

好
み
の
花
を
選

ん
で
華
や
か
な
寄
せ
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

♠

さ
く
ら
会
館
の
「
年
末
大
掃
除
」
を
１
２
月
８

日
に
行
い
、
２
４
名
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
毎
月
の
清
掃
で
は
手
の
届
か
な
い
会

館
外
壁
や
３
号
公
園
の
落
ち
葉
清
掃
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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久女

毎月最終月曜日に実施してい
る「パソコンなんでも相談室」
と「ふれあいサロン（映画会）」
は、年末のため今月は開催さ
れません。
「ふれあいサロン（映画会）」

は、これまで５４回５年間実施
してきました。
喜劇・社会派・メロドラマ・Ｓ
Ｆ・歴史もの・戦争もの・文芸
もの・落語漫才など多様な映
画を上映してきました。映画

を鑑賞したあとは、喫茶や酒
類を楽しみながら雑談・時事
問題・得意分野などで交流を
しています。

初めての方、女性の方も大歓
迎、皆さんと議論したいという

テーマをお持ちの方、話し好き
の方、仲間作りしたい方、ただ
ただ人の話を聞くのが好きな
方、お
酒好き
の方な

ど、お
待ちし
ています。

地震で倒壊した屏（高槻）

最終

収集日

燃えるごみ １２月２8日(金)

分別ごみ １２月２６日(水)

開始

収集日

燃えるごみ １月  ４日(金)

分別ごみ １月 ９日(水)

粗大ごみ等の受付は、１２月２８日（金）
最終、１月４日（金）開始です昨年の年末パトロール

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
春
に
は
淡
紫
色

の
花
が
咲
き
、
秋
に
は
小
さ
な
赤

い
実
が
な
り
ま
す

寄せ植え教室 防災学習・交流会の様子

映画後の懇親会

敬 老昼 食 会 で の 自己 紹
介 と 大正琴の演奏

年 末大 掃 除 で さ くら 会
館の樋の掃除 と ３ 号
公園の落ち葉の清掃

さ
く
ら
会
館
清
掃
、
次
回
は
１
月
１
２
日
（
土

役
員
会
の
日
）
１
０
時
か
ら
で
、
当
番
は
１
５

Ｂ
と
１
６
Ｂ
、
リ
ー
ダ
ー
は
芦
田
さ
ん
で
す
。

１
１
月
度
さ
く
ら
会
館
の
部
屋
利
用
は
２
９

回
で
し
た
。

会
員
動
向

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

♠

１
１
月
２
３
日
か
ら
３
日
間
「
敬
老
昼
食
懇

談
会
・
古
稀
お
祝
い
会
」
が
さ
く
ら
会
館
で
あ

り
ま
し
た
。
会
員
で
７
０
歳
以
上
の
対
象
者
は

２
８
７
名
で
、
そ
の
う
ち
２
３
日
２
９
名
、
２

４
日
２
７
名
、
２
５
日
２
２
名
の
計
７
８
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

乾
杯
の
後

昼
食
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
自

己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
後
は
落
語
会
ラ
イ

ブ
、
大
正
琴
演
奏
、
紙
芝
居
劇
、
バ
イ
オ
リ
ン

演
奏
、
皆
ん
な
で
歌
お
う
を
楽
し
み
ま
し
た
。


